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1．はじめに 
 現場発生木材は、近年の法規制により野焼き処分が禁止され

る一方、リサイクル法の指定副産物として有効利用が求められ

ている。そこで、現場発生木材を現場内でチップ化・堆肥化し、

のり面緑化工の生育基盤材として利用する機械化吹付けの有

機質系厚層基材吹付工である『根をリサイクル工法』（以下、

本工法）を開発した1、2)。 
本工法は、他工法と比べて堆肥化期間が3ヶ月と短いため、
堆肥化ヤードの確保や土工工程との調整が容易であり、堆肥化

費用も低減するという特長を有する。しかし、近年の建設工事

の効率化とコスト縮減により、更なる堆肥化期間の短縮が望ま

れている。ここでは、寒冷下(宮城県北部)において2ヶ月の堆
肥化を試みたので報告する。 
 
2．工法の概要 
本工法の施工フローを図－1に示す。本工法は、従来の有機
系厚層基材吹付工をもとに建設発生木材の有効利用と機械化

吹付けを組み合わせた工法である。本工法の概要は以下のとお

りである。 
(1) 現場発生木材の有効利用 
 建設発生木材を現場内で粉砕･堆肥化を行い（ゼロエミッシ

ョン）、生育基盤材としてのり面緑化工に利用する。 
(2) 機械化吹付け 
 バックホウに装着した回転式吹付ノズルを用いてのり面へ

吹付けることで、ノズルマンの安全性と高い施工能力を確保し

た。 
 
3．堆肥化の短期化現地試験 
(1)試験方法 
試験は、写真-1 に示すように、3cm 程度
に粉砕・堆積した現場発生木材（244m３）
を対象に行った。堆肥化の進行度および熟

度判定を定量的に行うため、下記の 3 項目
について測定を行った。 
①温度 
堆肥化の進行度を定性的に把握するため、

棒状温度計を用いて堆肥化物表面から

80cm以深の温度および外気温を計測頻度 1
回/日で計測した。 
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図－1 『根をリサイクル工法』 
施工フロー図

写真－1 現場発生木材堆積状況

表－1 定量分析項目および分析結果 

項目 単位 基準値
①分析結果
（20日目）

②分析結果
（40日目）

③分析結果
（60日目）

有機物（乾物） ％ 50以上 48 52 56

全炭素（乾物） ％ 40以下 19 15 19

全窒素（乾物） ％ 1.0以上 1.2 0.9 1.6

C/N比 ― 40以下 16.3 16.3 11.7

水分 ％ 60±6 58.5 56.4 57.2

ｐH ― 4.5～8.0 7.4 7.3 6.9

コマツナ発芽率 ％ 95以上 ― ― ―

花粉管生長率 ％ 60以上 ― ― 121
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②水分量 
堆肥化に不可欠な水分を確認するため、土壌水分測定器

(TAKEMURA ELECTRIC WORKS製 DM-18)を用いて堆肥化物
表面から 30cmの水分量を計測頻度 1回/20日で測定した。 
③定量分析 
堆肥化の判定基準 3)として、表-1に示す各項目について、分
析頻度 1回/20日で測定した。 
(2)試験条件 
寒冷下において短期の堆肥化を実現するため、下記の 3項目
について堆肥化条件の変更を行った。 
①副資材 
副資材は、堆肥化を促進させるために粉砕物に添加するもの

である。堆肥化をさらに促進させるため、通常の副資材（下水

汚泥コンポスト、発酵補助材）に加え、発酵促進材(小麦のふ
すまの発酵品)を 1m３あたり 5kg 投入した。副資材の添加量を
表-2に示す。 
②切返し 
切返しは、発酵の均一化と酸素の供給および水分調整を目的

として実施する。ここでは、通常月 1 回の切返しを 1 回/20 日
とした。 
③シート 
雪および乾燥から堆肥化物を保護するため、頂部をビニール

シートで覆った。

 (3)試験結果 
①堆肥化物の温度履歴 
堆肥化物の温度履歴を表－3 に示す。表から温度は 40℃程度
に推移し、堆肥化 47日目に 60℃程度まで上昇している。 
通常、堆肥化物の温度は、副資材を投入後直ちに上昇し約 60
～70℃を推移する。本試験で初期に温度が上昇しなかった原因
として外気温（最低-10℃）の影響が考えられる。 
②定量分析結果 
定量分析結果を表－1 に示す。表の③分析結果より堆肥化後

60日目で全項目が基準値を満足しており堆肥化が終了している
ことが確認できた。 
 
4．まとめ 
 寒冷下において 2 ヶ月の堆肥化を試みた。その結果、堆肥化
条件の変更を行うことで堆肥化の短期化が可能であることが示

唆された。 
 今後、データをさらに蓄積し、堆肥化の短期化手法を確立す

る予定である。 
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写真－2 堆肥化物温度測定状況

表－2 副資材添加量
（堆肥化物出来上がり1m

3
当り）

副資材 添加量 (kg/m3)

下水汚泥コンポスト 60

発酵補助材 10

発酵促進材 5

表－3 内部温度履歴 

内部温度履歴（1回／日）
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